





























 今年度は京都府醍醐寺に所蔵される 10 世紀前半の作品を中心に調査、研究を行った。醍醐寺の
所蔵する彫刻作品については『醍醐寺大観』第 1 巻（2002 年、岩波書店）などですでに報告され
ているが、そこでの報告は所蔵する全作品の詳細には及んでいない。今回はこれまで詳しく解説
されていない 2 件を含む計 3 件を調査、記録の対象とした。対象作品は下記である。 
















など、9 世紀後半から 10 世紀前半につくられたことが明らかな基準作品の実見と調書の作成をお
こなった。 



































るとおだやかで、それよりもやや下った 10 世紀半ば頃の作であることが考えられた。 
 本像の当初の安置場所は下醍醐五重塔であった可能性がこれまでにも示唆されている（注 2）。











本像は独特な形をしめす 10 世紀の作品として知られる（注 3）。改めて詳しく調査したところ



















 以上のように今年度の本学助成金による研究によって 10 世紀前半の彫刻作品の作風、造像背
景、図像的特色の一端を明らかにすることができた。次年度は今年度の研究を継続、発展させて、
その前後の時代につくられた仏像の個別作品研究を行うことによって当該期の造像の展開をさら
に具体的に検証したい。 
 
（注１）西川新次、副島弘道「薬師如来及両脇侍像」（『日本彫刻史基礎資料集成』平安時代重要
作品篇 5、1993年、中央公論美術出版）ほか 
（注 2）副島弘道「大日如来坐像（胎蔵界）」（佐野美術館編『佐野美術館開館 30周年記念特別展
壮麗な密教芸術の伝承～京都・醍醐寺の名宝』、1996年） 
（注 3）井上一稔「如意輪観音像・馬頭観音像」（『日本の美術』312、1992年、至文堂）ほか 
